
●むすびれっじに新施設がオープン
●平成27年度まちの予算
●マイナンバー制度が始まります！

2015
NO.744あしょろ広報 4



23

※宿泊数は、１年度内（４月１日～３月31日ま

で）に宿泊した合計です。

　

町
が
建
設
を
進
め
て
い
た
「
生
活
支
援
長

屋
」
と
「
認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
」

の
二
つ
の
施
設
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

両
施
設
は
、
町
高
齢
者
等
複
合
施
設
「
む

す
び
れ
っ
じ
」
の
施
設
と
し
て
、
昨
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
た
「
地
域
交
流
施
設
」
や
「
小

規
模
多
機
能
型
居
宅
介
護
施
設
」
と
と
も
に
、

町
の
高
齢
者
福
祉
の
拠
点
施
設
と
し
て
の
役

割
を
担
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

３
月
28
日
に
は
、
町
関
係
者
や
地
域
住
民

代
表
ら
61
人
が
出
席
し
開
所
式
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
式
で
は
、
指
定
管
理
者
と
し
て
「
む

す
び
れ
っ
じ
」
を
運
営
す
る
足
寄
町
社
会
福

祉
協
議
会
の
國
見
勲
会
長
が
「
昨
年
４
月
に

開
所
し
た
二
つ
の
施
設
は
今
で
は
多
く
の
町

民
に
認
知
さ
れ
、
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
今

回
完
成
し
た
生
活
支
援
長
屋
と
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
も
併
せ
、
全
て
の
施
設

が
町
民
の
方
々
に
よ
り
一
層
活
用
さ
れ
、
地

域
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る
よ
う
努
め
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
出
席
者
に
は
同
セ
ン
タ
ー
の
「
お

達
者
ク
ラ
ブ
」
利
用
者
の
茶
道
教
室
メ
ン
バ

ー
ら
が
立
て
た
抹
茶
な
ど
が
振
る
舞
わ
れ
、

落
成
式
に
花
を
添
え
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
町
民
を
対
象
と
し
た
内
覧
会

も
開
催
。
新
し
い
施
設
を
見
学
し
よ
う
と
多

く
の
人
が
訪
れ
、
利
用
条
件
や
料
金
な
ど
を

尋
ね
て
い
ま
し
た
。

生活支援長屋認知症高齢者グループホーム

ミニキッチン居　室多目的トイレ

外　観 ホール 外　観

居　室

ホール

足寄町高齢者等複合施設「むすびれっじ」

生

活

支

援

長

屋

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム

　

町
内
の
高
齢
者
等
が
で
き
る
限
り
住
み
慣

れ
た
自
宅
で
の
生
活
を
継
続
で
き
る
よ
う
、

支
援
が
必
要
と
な
っ
た
と
き
一
時
的
に
滞
在

で
き
る
施
設
で
す
。

●
ど
ん
な
時
に
利
用
で
き
る
の
？

・
病
院
を
退
院
し
た
け
れ
ど
、
自
宅
で
暮
ら

す
の
は
ま
だ
不
安
…

・
冬
の
間
は
、
体
力
的
に
自
分
で
除
雪
が
で

き
な
く
、
外
出
で
き
な
い
…

・
農
繁
期
な
ど
、
家
族
が
忙
し
く
て
食
事
を

準
備
し
て
あ
げ
ら
れ
な
い
…�

な
ど

●
利
用
定
員　

20
人

●
利
用
料
金
（
１
泊
朝
食
・
夕
食
代
込
み
）

　

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

生
活
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
家
庭
的
な
環
境

と
地
域
住
民
と
の
交
流
の
下
で
、
食
事
や
入

浴
な
ど
の
日
常
生
活
上
の
支
援
や
機
能
訓
練

等
の
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る
施
設
で
す
。

●
ど
ん
な
人
が
利
用
で
き
る
の
？

・
足
寄
町
の
介
護
保
険
の
被
保
険
者
と
な
っ

て
い
る
方

・
要
介
護
（
要
支
援
２
～
要
介
護
５
）
の
認

定
を
受
け
た
方
で
、
認
知
症
の
状
態
に
あ

る
方

・
医
療
行
為
を
常
に
必
要
と
し
な
い
方

・
自
傷
、
他
害
の
恐
れ
が
な
く
、
共
同
生
活

を
送
る
こ
と
に
支
障
の
な
い
方

●
利
用
定
員　

９
人

●
利
用
料
金

　

利
用
料
（
月
額
）　

３
７
，
０
０
０
円

　

食
事
（
１
食
当
た
り
）

　
　
　
　

朝
食

：

３
０
０
円

　
　
　
　

昼
食

：

６
０
０
円

　
　
　
　

夕
食

：

４
８
０
円

　

※
そ
の
他
、
光
熱
水
費
や
暖
房
費
が
掛
か

り
ま
す
。
ま
た
、
理
美
容
代
や
医
療
費
、

介
護
度
に
応
じ
た
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
等

の
自
己
負
担
が
発
生
し
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
総
合
支
援
相
談
室

�
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� 宿泊日

宿泊数

５月１日～

� 10月31日

11月１日～

� ４月30日

90泊まで 1,430円 1,630円

91泊～

� 180泊まで
2,230円 2,430円

181泊以上 3,030円 3,230円

認知症高齢者
グループホーム

地域交流施設 小規模多機能型
居宅介護施設

生活支援長屋

高齢者等複合施設「むすびれっじ」に

生活支援長屋と認知症高齢者グループホームが完成！
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平
成
27
年
度 

ま
ち
の
予
算

平
成
27
年
度
の
予
算
額
は
、
前
年
度
の
当
初
予
算
に
比
べ
て

一
般
会
計
で
８
億
９
，
１
４
９
万
７
千
円
（
９
・
８
％
）
の
減
少
、

特
別
会
計
合
計
で
１
億
０
，
１
７
４
万
７
千
円
（
３
・
２
％
）
の
増
加
、

企
業
会
計
合
計
で
１
億
４
，
７
４
８
万
６
千
円
（
８
．
４
％
）
の
減
少
、

総
額
で
は
９
億
３
，
７
２
３
万
６
千
円
（
６
・
７
％
）
の
減
少
に
な
っ
て
い
ま
す
。

減
少
し
た
主
な
理
由
は
、
今
年
が
町
長
、
町
議
会
議
員
の
改
選
期
で

骨
格
予
算
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
す
。

総額81億6,921万6千円

各 会 計 予 算 額

一般会計の内訳

1億0,156万4千円

寄附金（0.7％） 6,000万2千円

分担金及び負担金（1.3％）

5,133万1千円繰入金（0.6％）

その他の自主財源（0.5％） 4,022万1千円

歳出 
81億6,921万6千円

1億5,604万4千円使用料及び手数料（1.9％）

依
存

財
源

80.4

地方譲与税（1.6％）
1億2,840万6千円

地方消費税交付金（1.6％）
1億3,276万3千円

その他の依存財源 （0.3％）
　　　　　　3,282万3千円

道支出金（8.5％）
6億9,411万9千円

その他 （0.1％）
698万2千円

議会費 （0.8％）
6,747万4千円

歳入 
81億6,921万6千円

町債（11.2％）
9億1,635万0千円

国庫支出金（6.0％）
4億8,706万7千円

衛生費（10.1％）
8億2,471万2千円

公債費（13.6％）
11億1,313万4千円

自主財源
19.6％

 

％

地方交付税（51.2％）
41億7,932万7千円

町税（9.8％）
7億9,987万3千円

諸収入（4.8％）
3億8,932万6千円

商工費 （3.0％）
2億4,180万6千円

消防費 （3.9％）
3億2,037万8千円

教育費 （6.9％）
5億6,619万0千円

土木費（14.1％）
11億5,242万0千円

総務費（9.4％）
7億6,619万7千円

民生費（14.6％）
11億8,955万6千円

農林水産業費（8.0％）
6億5,695万0千円

職員費（15.5％）
12億6,341万7千円

区　　　　　　分 予　算　額

一 般 会 計 81億6,921万6千円

特 別 会 計 32億7,332万8千円

国 民 健 康 保 険 事 業 12億7,850万3千円

簡 易 水 道 4,076万0千円

公 共 下 水 道 事 業 4億6,200万6千円

介 護 保 険 8億9,210万8千円

足寄都市計画足寄市街地区
土 地 区 画 整 理 事 業 1億9,127万8千円

介 護 サ ー ビ ス 事 業 2億9,726万6千円

後 期 高 齢 者 医 療 1億1,140万7千円

企 業 会 計 16億1,181万6千円

上 水 道 事 業 2億5,870万1千円

国民健康保険病院事業 13億5,311万5千円

総　　　　　　　　計 130億5,436万0千円

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
が
始
ま
り
ま
す
！

平
成
25
年
５
月
に
「
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
」
が
公
布
さ
れ
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
（
個
人
番
号
）
が
通
知
さ
れ
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
っ
て
？

　

住
民
票
を
有
す
る
全
て
の
方
に
１
人
１
つ

の
番
号
を
割
り
振
り
、
社
会
保
障
や
税
、
災

害
対
策
の
分
野
で
効
率
的
に
情
報
を
管
理
。

　

複
数
の
機
関
に
存
在
す
る
個
人
の
情
報
が
、

同
一
人
の
情
報
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た

め
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

番
号
は
い
つ
、
ど
の
よ
う
に

通
知
さ
れ
る
の
？

　

平
成
27
年
10
月
以
降
、
住
民
票
を
有
す
る

国
民
一
人
一
人
に
、
12
桁
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

が
通
知
さ
れ
ま
す
。
中
長
期
在
留
者
や
特
別

永
住
者
な
ど
の
外
国
人
も
対
象
と
な
り
ま
す
。

原
則
と
し
て
、
市
町
村
か
ら
住
民
票
の
住
所

宛
て
に
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
記
載
さ
れ
た
「
通

知
カ
ー
ド
」
が
送
付
さ
れ
ま
す
。
住
民
票
の

住
所
と
異
な
る
と
こ
ろ
に
お
住
ま
い
の
方
は

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
一
生
使
う
も
の
で
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
漏
え
い
し
て
、
不
正
に
使

わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
一
生
変

更
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
、
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
ど
ん
な
場
面
で

使
用
す
る
の
？

　

平
成
28
年
１
月
以
降
、
順
次
、
社
会
保
障

や
税
、
災
害
対
策
の
行
政
手
続
き
で
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、
次
の
よ
う
な
と
き
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
の
提
示
が
必
要
で
す
。

●
年
金
を
受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
に
年
金

事
務
所
で

●
健
康
保
険
を
受
給
し
よ
う
と
す
る
と
き
に

健
康
保
険
組
合
で

●
毎
年
６
月
に
児
童
手
当
の
現
況
届
を
出
す

と
き
に
市
町
村
で

●
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確
定

申
告
を
す
る
と
き
に
税
務
署
で

●
税
や
社
会
保
障
の
手
続
き
で
、
勤
務
先
や

金
融
機
関
で

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
は
社
会
保
障
や
税
、
災
害

対
策
の
中
で
も
、
法
律
や
自
治
体
の
条
例
で

定
め
ら
れ
た
行
政
手
続
き
で
し
か
使
用
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

情
報
提
供
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
通

じ
た
各
機
関
の
間
の
情
報
連
携
は
、
国
は
平

成
29
年
１
月
以
降
、
地
方
公
共
団
体
は
平
成

29
年
７
月
以
降
に
順
次
始
ま
り
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
つ
い
て
は

■
内
閣
官
房
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
」
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp

：//
w

w
w
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a
s
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o
.jp

/
jp

/

s
e
is
a
k
u
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b
a
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g
o
s
e
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o
/
in

d
e
x
.h

tm
l

■
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

☎
０
５
７
０

－

２
０

－

０
１
７
８

平
日
：
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５
時
30
分

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
メ
リ
ッ
ト

●
手
続
き
が
正
確
で
ス
ム
ー
ズ
に
！

　

行
政
機
関
や
地
方
公
共
団
体
な
ど
で
、

情
報
の
照
合
や
転
記
、
入
力
等
に
掛
か
る

時
間
や
労
力
を
大
幅
に
削
減
。
複
数
の
業

務
間
で
連
携
が
進
み
、
正
確
で
ス
ム
ー
ズ

な
手
続
き
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

●
行
政
手
続
き
が
簡
単
に
！

　

各
種
申
請
や
申
告
等
に
必
要
な
添
付
書

類
が
省
略
で
き
ま
す
。
ま
た
、
行
政
機
関

か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
の
お
知
ら
せ

を
受
け
取
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

●
公
平
・
公
正
な
社
会
に
！

　

行
政
が
所
得
や
給
付
金
等
の
受
給
状
況

を
把
握
し
や
す
く
な
る
た
め
、
脱
税
や
不

正
受
給
等
を
防
止
。
本
当
に
困
っ
て
い
る

人
に
き
め
細
か
な
支
援
が
で
き
ま
す
。

マイナンバー
広報キャラクター

マイナちゃん
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写真をご希望の方は広報広聴担当まで

7

まちかどまちかどまちかど
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　第58回足寄高等学校卒業式が同校体育館で

執り行われ、43人の卒業生に西堀隆亮校長か

ら卒業証書が手渡されました。また、在校生

によるスライドショーや合唱が行われ、卒業

生は思い出を振り返り、涙ぐむ姿も見られま

した。式を終えた卒業生は、思い出と未来へ

の希望を胸に母校を巣立っていきました。

２.26 災害に備えて

３.１ 消費拡大を図る

３.１ 思い出を胸に

　町教育委員会による移動図書が足寄中学校

（廣瀬正幸校長）で行われました。これまで

町図書室から距離のある螺湾や芽登、大誉地

の小学校などに月１回蔵書を届ける配本事業

に取り組んでおり、これを市街地の学校にも

広げたもの。新たな本との出会いを提供する

とともに、図書室の利用増を目指しています。

　足寄消費者協会（遠藤総一会長）主催によ 

る第40回町消費生活展が町民センターで開か 

れました。会場では、町民から提供されたリ 

サイクル品のショッピングコーナーや農畜産 

物消費拡大コーナー、郷土物産展示即売コー 

ナーなどが設けられ、お気に入りの品を買い

求めようと多くの人でにぎわいました。

２.25 本を身近に

　第29回ふるさとを考える町民のつどい（足

寄町自治会連合会主催、大平寅治会長）が町

民センターで開催され、約50人が参加しまし

た。釧路地方気象台職員らによる講演が行わ

れたほか、足寄消防署による心肺蘇生法やＡ

ＥＤの実習なども開催され、参加者は防災の

知識を深めていました。

２.20 力作ぞろい

２.22 50周年を祝って

２.７ きれいな音色に酔う

　足寄町商工会青年部の創立50周年記念式典

が町民センターで行われ、来賓や同会ＯＢら

が出席。式典で豊田慶人部長が「青年部は地

域に根差した活動が重要。今後もまちづくり

に一層努力していきたい」と式辞を述べまし

た。式典終了後には記念講演や祝賀会も開催

され、出席者らは50周年の節目を祝いました。

　「旭町ふれあいプラザ作品展」が町民セン

ターロビーで開催されました。会場には同プ

ラザで活動する会員が制作した陶芸や木彫の

作品１４５点が展示。大小の皿やカップ、花

瓶などの陶芸作品のほか、棚やお盆、フクロ

ウの置物などの木彫作品が並べられ、訪れた

町民らは手の込んだ作品に感心していました。

２.８ 白銀の世界を満喫
　第28回雌阿寒温泉スキーハイキング（町、

あしょろ観光協会主催）が行われ、町内外か

ら約50人が参加しました。参加者は歩くスキ

ーとスノーシューに分かれ、雌阿寒温泉から

オンネトー周辺を散策。雪深い森の中を滑っ

たり、結氷したオンネトーの湖上を歩いたり

するなど、白銀の世界を満喫しました。

　陸上自衛隊第５音楽隊足寄音楽祭（足寄町

自衛隊協力会主催）が町民センター行われ、

約１８０人が来場しました。鍋澤勇雄隊長の

指揮の下、美空ひばりの「お祭りマンボ」や、

「昭和のアニメメドレー」などが披露され、

聴衆は隊員37人が奏でる往年の名曲に昔を懐

かしんでいました。



まちかどまちかどまちかど

8

写真をご希望の方は広報広聴担当まで

9

３.８ 読み札に集中して

３.11 共に学ぶ喜び

３.６ 早期発見を目指し

　仲間と共に教養や文化を楽しく学ぶ、ふる

さと足寄１００年塾・生きがいスクール（町

教育委員会主催）の第13回卒塾式が町民セン

ターで行われました。式では、塾生19人に藤

代和昭教育長から一人一人に修了証が手渡さ

れたほか、塾生代表の児玉秀雄さ
んが学びの機

会を得たことへの感謝の言葉を述べました。

　第48回防犯かるた大会（足寄町防犯協会主

催、五十嵐健二会長）が老人憩の家で開催さ

れ、小学生から一般まで８チーム24人が出場

し熱戦を繰り広げました。選手たちは、足寄

町下の句かるた振興会（大貫弘成会長）会員

による読み上げに集中し、木札を取るたび笑

顔を見せていました。

３.７ 入賞者を表彰
　第38回足寄町読書感想文コンクールの表彰

式が町民センターで行われました。同コンク

ールには、町内の児童・生徒から応募のあっ

た５１２点の中から、学年ごとに最優秀賞や

優秀賞など合わせて43点が入選。式では受賞

者一人一人に賞状が手渡され、会場から大き

な拍手が上がっていました。

　行方不明となった認知症の高齢者等を早期

発見する取り組み「かえるネットワーク」の

会議が消防総合庁舎で行われ、関係者22人が

参加しました。会議では、役場福祉課職員か

ら平成26年度の運用実績や町の認知症対策が

報告されたほか、協力機関から地域の協力で

解決した事例の報告などが行われました。

役
場
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
で
す
！

足
寄
町
特
別
母
子
年
金
の
支
給
対
象
が

父
子
家
庭
に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た

足
寄
町
障
が
い
児
相
談
支
援
事
業
所
を
指
定

障
が
い
児
相
談
支
援
事
業
所
に
指
定
し
ま
し
た

障
が
い
者
の
方
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
が

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

　

こ
れ
ま
で
母
子
家
庭
に
支
給
さ
れ
て
い
た

「
足
寄
町
特
別
母
子
年
金
」
は
、
条
例
改
正

に
よ
り
平
成
27
年
４
月
１
日
か
ら
父
子
家
庭

に
も
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童
の
健
全

な
育
成
と
福
祉
の
増
進
を
図
る
こ
と
を
目
的

に
、
中
学
生
以
下
（
15
歳
未
満
）
の
児
童
を

養
育
し
て
い
る
ひ
と
り
親
世
帯
に
対
し
て
支

給
す
る
も
の
で
す
。

　

足
寄
町
特
別
母
子
年
金
を
受
給
す
る
た
め

に
は
、
役
場
福
祉
課
で
の
申
請
が
必
要
で
す
。

●
支　

給　

額

　

１
人
目�

１
２
，
０
０
０
円

　

２
人
目
以
降
１
人
に
つ
き�

６
，
０
０
０
円

●
支　

給　

月

　

毎
年
６
月

　

※
５
月
１
日
が
基
準
日
と
な
る
た
め
、
認

定
年
月
日
に
よ
り
支
給
が
次
年
度
か
ら

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
４

　

平
成
24
年
４
月
１
日
施
行
の
障
害
者
自
立

支
援
法
お
よ
び
児
童
福
祉
法
の
一
部
改
正
に

伴
い
、
居
宅
介
護
な
ど
の
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
や
障
が
い
児
通
所
支
援
を
利
用
さ
れ
る

方
は
サ
ー
ビ
ス
等
利
用
計
画
の
提
出
が
求
め

ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
こ
と
を
受
け
、
平
成
27
年
４
月
１
日

か
ら
開
設
さ
れ
る
足
寄
町
障
が
い
児
相
談
支

援
事
業
所
（
子
ど
も
セ
ン
タ
ー
内
）
を
指
定

障
が
い
児
相
談
支
援
事
業
所
と
し
て
指
定
し

ま
し
た
。

　

同
事
業
所
は
、
指
定
障
が
い
児
相
談
支
援

を
利
用
す
る
障
が
い
児
（
18
歳
未
満
）
の
保

護
者
に
対
し
て
、
適
切
な
相
談
お
よ
び
援
助

を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
障
が
い
者
（
18
歳
以
上
）
の
指
定

特
定
相
談
支
援
事
業
所
は
、
平
成
25
年
４
月

１
日
に
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
マ
マ
サ
ポ
ー
ト
え
ぷ

ろ
ん
相
談
支
援
事
業
所
て
ｔ
ｏ
て
」
を
指
定

し
て
い
ま
す
。

詳　

細

　

児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
あ
ゆ
み
園

�

☎
25

－

４
４
１
５

　

平
成
27
年
３
月
１
日
か
ら
、
足
寄
町
社
会

福
祉
協
議
会
が
運
営
す
る
小
規
模
多
機
能
型

居
宅
介
護
事
業
所
に
お
い
て
、
障
が
い
者
の

方
も
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
の
利
用
を
ご
希
望
の
方

は
、
役
場
福
祉
課
で
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
（
短
期
入
所
）
と
は

　

自
宅
で
介
護
を
行
っ
て
い
る
方
が
病

気
な
ど
の
理
由
に
よ
り
介
護
を
行
う
こ

と
が
で
き
な
い
場
合
、
施
設
等
に
短
期

入
所
し
な
が
ら
必
要
な
介
護
を
受
け
ら

れ
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
福
祉
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
１
４
３

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
20
年

　

今
か
ら
20
年
前
の
１
９
９
５
（
平
成
７
）

年
３
月
20
日
、
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
「
地

下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
が
発
生
し
ま
し
た
。

▼

教

団

の

現

状

▲

　

オ
ウ
ム
真
理
教
は
、
現
在
も
麻
原
彰
晃

こ
と
松
本
智
津
夫
へ
の
絶
対
的
帰
依
を
強

調
す
る
主
流
派
『
Ａア

レ

フ

ｌ
ｅ
ｐ
ｈ
』
や
松
本

の
影
響
力
が
無
い
か
の
よ
う
に
装
う
上
祐

派
『
ひ
か
り
の
環
』
を
中
心
に
活
動
し
、

依
然
と
し
て
松
本
お
よ
び
同
人
の
説
く
教

義
を
存
立
の
基
盤
に
し
て
お
り
、
無
差
別

大
量
殺
人
行
為
に
及
ぶ
危
険
性
が
認
め
ら

れ
ま
す
。

▼
北
海
道
に
お
け
る
動
向
▲

　

北
海
道
に
お
い
て
は
、
全
国
的
に
も
主

流
派
『
Ａア

レ

フ

ｌ
ｅ
ｐ
ｈ
』
が
極
め
て
多
く
の

信
者
を
擁
し
、
街
頭
や
書
店
に
お
け
る
声

掛
け
の
他
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
（
Ｓ
Ｎ
Ｓ
）
等
を
利

用
し
て
青
年
層
を
中
心
に
接
触
を
図
り
、

教
団
名
を
秘
匿
し
な
が
ら
ヨ
ー
ガ
教
室
に

勧
誘
す
る
な
ど
し
て
新
規
信
者
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。
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本
別
警
察
署
☎
22

－

０
１
１
０
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消費生活Ｑ＆Ａ

髙安ユミ子消費生活相談員

第
29
回

　

今
月
は
、
消
費
生
活
の
基
本
に
立
ち
返
り
、

「
契
約
」
と
「
契
約
の
解
除
」
に
つ
い
て
説

明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
生
活
と
は
、
日
々
の
暮
ら
し
の
中
で

商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
購
入
し
て
生
活
す
る
こ

と
で
あ
り
、
契
約
の
基
本
を
知
る
こ
と
が
「
賢

い
消
費
者
」
に
な
る
第
一
歩
に
な
り
ま
す
。

契
約
っ
て
何
？

契
約
と
は
、
片
方
の
「
申
し
込
み
」

に
対
し
て
も
う
片
方
が
「
承
諾
」
し
、

お
互
い
の
意
思
が
一
致
（
合
意
）
し
た
段
階

で
成
立
し
ま
す
。
契
約
が
成
立
す
る
と
、
一

方
的
に
契
約
を
変
更
し
た
り
、
や
め
た
り
す

る
こ
と
は
原
則
と
し
て
で
き
ま
せ
ん
。

！

契
約
は
口
約
束
で
あ
っ
て
も
成
立
し
ま
す

　

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
な
ら
な
い
よ
う
に
契

約
を
行
う
場
合
に
は
、
内
容
を
明
ら
か
に
し

て
お
互
い
に
確
認
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
高
額
な
契
約
の
際
に
は
十
分
な
説

明
を
受
け
、
納
得
し
た
上
で
契
約
書
を
受
け

取
り
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
説
明
を
受
け
た
時
の
状
況
な
ど
を

メ
モ
で
残
し
て
お
く
こ
と
も
お
勧
め
し
ま
す
。

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
っ
て
？

訪
問
販
売
等
で
強
引
な
勧
誘
や
不
十

分
な
説
明
等
に
よ
り
、
不
本
意
な
契

約
を
し
て
し
ま
っ
た
場
合
、
一
定
の
期
間
内

で
あ
れ
ば
消
費
者
の
側
か
ら
事
業
者
に
対
し

て
契
約
を
解
除
（
申
し
込
み
撤
回
）
で
き
る

こ
と
を
い
い
、
消
費
者
が
本
当
に
必
要
な
契

約
だ
っ
た
か
ど
う
か
「
頭
を
冷
や
し
て
考
え

る
」
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
す
。

！

書
面
を
受
け
取
っ
た
日
か
ら
起
算
し
ま
す

　

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知
は
必
ず
、
書
面

に
て
通
知
す
る
よ
う
に
し
ま
す
。

　

な
お
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
は
販
売

方
法
別
に
細
か
く
定
め
ら
れ
て
お
り
、
一
部

の
商
品
は
認
め
ら
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
通
信
販
売
に
は
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
は
適

用
さ
れ
ま
せ
ん
。

　

た
だ
し
、
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
が
で
き
な

い
場
合
で
も
、
消
費
者
契
約
法
な
ど
の
適
用

で
解
決
で
き
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、
諦

め
ず
に
消
費
生
活
相
談
窓
口
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
消
費
生
活
相
談
員
が
助
言
や
あ
っ
せ

ん
を
行
い
ま
す
。
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
通
知

の
書
き
方
な
ど
に
関
し
て
も
相
談
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。
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細

　

足
寄
町
消
費
生
活
相
談
所
（
南
６

－

２
）

�

☎
28

－

０
５
８
５

　

役
場
住
民
課
住
民
生
活
担
当

�

☎
25

－

２
１
４
１
内
線
２
２
２

契
約
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
の
例

・
契
約
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
な
い

・
印
鑑
を
ま
だ
押
し
て
い
な
い

・
単
な
る
口
約
束

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
期
間
の
例

・
訪
問
販
売
～
８
日
間

・
電
話
勧
誘
販
売
～
８
日
間

・
マ
ル
チ
商
法
～
20
日
間

・
訪
問
購
入
～
８
日
間

▼
製
品
事
故
に
つ
い
て
の
情
報
▲

　

テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
や
新
聞
・
広

告
な
ど
で
「
当
該
商
品
を
お
持
ち
の
方

が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
ら
、
直
ち
に

無
償
点
検
・
回
収
の
連
絡
を
し
て
く
だ

さ
い
」
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
ご
覧
に

な
っ
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

　

リ
コ
ー
ル
製
品
に
よ
っ
て
は
発
火
、

火
災
の
原
因
に
な
る
製
品
事
故
を
引
き

起
こ
す
も
の
も
あ
る
の
で
注
意
し
ま
し

ょ
う
。

消
費
者
庁
リ
コ
ー
ル
情
報
サ
イ
ト

　

h
ttp
://w
w
w
.recall.g

o.jp
/

Q

Q

A

A

消防通信　第10号

前　略

足寄消防署より

火
災
予
防
運
動
は

４
月
20
日
～
30
日

　

雪
解
け
が
進
み
、

い
よ
い
よ
春
を
迎

え
ま
す
。
こ
の
時

季
は
『
火
災
が
発

生
し
や
す
い
時
季
』

で
も
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
の
火

災
統
計
に
よ
る
と
、

全
国
の
火
災
件
数

は
約
４
８
，
０
０

０
件
で
、
そ
の
損
害
額
は
９
０
０
億
円
以
上

に
も
上
り
、
死
者
・
負
傷
者
は
合
わ
せ
て
７

千
人
を
超
え
ま
し
た
。

　

道
内
で
は
、
１
，
８
９
１
件
の
火
災
が
発

生
し
、
そ
の
損
害
額
は
39
億
円
を
超
え
、
71

人
の
尊
い
命
が
失
わ
れ
ま
し
た
。

　

い
ま
一
度
、
次
の
ポ
イ
ン
ト
に
留
意
し
、

家
庭
や
事
業
所
か
ら
火
事
を
出
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

　

経
済
産
業
省
は
、
発
電
施
設
の
設
置
の
円
滑
化
を

図
る
た
め
、
発
電
施
設
等
が
所
在
す
る
市
町
村
に
対

し
、
地
元
の
福
祉
向
上
を
目
的
と
し
て
電
源
立
地
地

域
対
策
交
付
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
、
本
町
は
２
４
，
８
０
７
千
円
の
交

付
を
受
け
、
地
域
医
療
の
充
実
お
よ
び
住
民
の
健
康

促
進
を
図
る
た
め
、
町
国
民
健
康
保
険
病
院
の
運
営

費
に
充
て
ま
し
た
。

詳　

細　

足
寄
消
防
署�

☎
25

－

２
６
１
９

『
火
の
用
心
・
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト
』

・
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置

か
な
い

・
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を

し
な
い

・
揚
げ
物
な
ど
の
調
理
中
は
、
そ
の
場

を
離
れ
な
い

・
た
き
火
や
ご
み
焼
き
を
し
な
い

・
子
ど
も
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ
タ
ー
で

遊
ば
せ
な
い

・
電
気
器
具
を
正
し
く
使
い
、
た
こ
足

配
線
を
し
な
い

・
ス
ト
ー
ブ
に
は
、
燃
え
や
す
い
も
の

を
近
付
け
な
い

春の

年
間
出
動
件
数�

（
３
月
31
日
現
在
）

救
急
出
動�

83
件
（
25
件
減
）

火
災
出
動�

０
件
（
１
件
減
）

�

※
か
っ
こ
内
は
前
年
比

全国の出火原因内訳（平成25年火災統計）

放火
5,093件

たばこ
4,454件

その他の原因
17,806件

不明・調査中
6,043件

たき火
3,739件

こんろ
3,717件

放火の疑い 3,693件
総件数
48,095件

火入れ 2,095件

ストーブ 1,455件

電
源
立
地
地
域

対
策
交
付
金

地域福祉の

向上を図っています

　

消
費
生
活
学
習
会
と
相
談
日
の
開
催

日
が
、
４
月
か
ら
毎
月
第
１
木
曜
日
に

変
わ
り
ま
し
た
。

　

詳
し
く
は
、
毎
月
の
く
ら
し
の
カ
レ

ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。



1213

ま
ち
の
健
康
だ
よ
り

特
定
健
診
・
特
定
保
健
指
導
を
受
け
て

「
健
康
寿
命
」
を
伸
ば
し
ま
し
ょ
う

特

定

健
診

が

始

ま
り

ま

す

　

生
活
習
慣
病
は
「
沈
黙
の
病
気
」
と
言
わ

れ
、
自
覚
症
状
が
な
い
ま
ま
に
体
の
中
で
異

常
が
進
行
し
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

健
診
で
血
液
検
査
等
を
受
け
る
こ
と
で
、

自
分
の
生
活
習
慣
病
の
リ
ス
ク
（
肥
満
・
血

圧
高
値
・
血
糖
高
値
・
尿
酸
高
値
等
）
の
特

徴
、
保
有
状
況
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
リ
ス
ク
を
放
置
す
る
と
ど
う

な
っ
て
い
く
の
か
を
予
測
す
る
こ
と
も
可
能

で
す
。

　

健
診
を
受
け
て
病
気
の
芽
を
早
め
に
摘
み

取
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

本
町
の
疾
患
に
は
、
次
の
３
つ
の
特
徴
が

あ
り
ま
す
。

①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
人

や
入
院
治
療
を
し
て
い
る
人
に
虚
血
性
心

疾
患
（
心
筋
梗
塞
な
ど
）
の
人
が
多
い
。

②
特
定
健
診
を
受
診
し
て
い
る
人
に
、
血
管

を
痛
め
る
恐
れ
が
高
い
高
血
圧
や
高
尿
酸

値
、
高
血
糖
（
非
肥
満
の
高
血
糖
）
の
人

が
多
い
。

③
虚
血
性
心
疾
患
や
脳
血
管
疾
患
（
脳
梗
塞

な
ど
）
で
治
療
し
て
い
る
人
は
、
平
均
年

齢
が
65
歳
未
満
と
若
い
世
代
に
多
い
。

　

こ
れ
ら
の
特
徴
か
ら
、
若
い
う
ち
か
ら
、

健
診
を
受
診
し
自
分
の
リ
ス
ク
を
知
り
、
生

活
習
慣
病
（
糖
尿
病
・
脳
血
管
疾
患
・
虚
血

性
心
疾
患
な
ど
）
の
発
症
予
防
や
重
症
化
予

防
、
介
護
予
防
の
た
め
に
、
食
生
活
や
活
動

量
の
見
直
し
改
善
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と

が
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

健
診
の
結
果
で
、
検
査
値
が
正
常
値
内
の

人
で
も
、
経
年
的
に
み
る
と
徐
々
に
数
値
が

上
昇
し
て
い
る
場
合
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

さ
ら
な
る
健
康
維
持
の
た
め
、
正
常
の
数
値

内
で
改
善
す
る
こ
と
を
目
標
に
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
い
く
こ
と
や
毎
年
健
診
を
受
け
る

こ
と
が
必
要
で
す
。

特
定
保
健
指
導
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

　

保
健
師
や
管
理
栄
養
士
が
、
健
診
デ
ー
タ

の
読
み
取
り
方
法
や
、
一
人
一
人
に
合
っ
た

生
活
習
慣
の
改
善
方
法
を
お
伝
え
し
、
健
診

デ
ー
タ
の
数
値
の
改
善
、
リ
ス
ク
の
減
少
の

た
め
に
一
緒
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

特
定
健
診
は
、
町
内
各
医
療
機
関
や
集
団

健
診
（
６
月
・
12
月
）
で
受
診
が
可
能
で
す
。 

日
程
な
ど
、
各
家
庭
に
配
付
し
て
い
る
健
診

カ
レ
ン
ダ
ー
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い

る
方
に
は
、
５
月
中
旬
ご
ろ
に
受
診
券
を
お

届
け
し
ま
す
。
そ
の
他
の
健
康
保
険
に
ご
加

入
の
方
は
、
各
保
険
者
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

今
年
は
５
年
に
１
度
の

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
の
年
で
す

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
「
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク

ス
」
と
い
う
名
前
の
寄
生
虫
が
主
に
肝
臓
に

寄
生
し
て
起
こ
る
病
気
で
、
道
内
で
は
毎
年

十
数
人
の
患
者
が
見
つ
か
っ
て
い
ま
す
。
エ

キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
は
、
主
に
キ
ツ
ネ
や
野
ネ
ズ

ミ
に
寄
生
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
人
間
に
は
、
エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
の

卵
（
直
径
０
．
０
３
㎜
の
球
体
で
肉
眼
で
見

え
な
い
）
に
汚
染
さ
れ
た
山
菜
や
沢
水
な
ど

を
直
接
口
に
し
た
り
、
卵
が
付
着
し
た
手
指

を
介
し
た
り
す
る
こ
と
で
、
幼
虫
が
肝
臓
に

寄
生
し
ま
す
。

　

感
染
し
て
も
、
す
ぐ
に
は
自
覚
症
状
が
現

れ
ず
数
年
か
ら
十
数
年
の
潜
伏
期
間
を
経
て
、

上
腹
部
の
不
快
感
や
満
腹
感
が
現
れ
、
次
第

に
肝
機
能
障
害
に
伴
う
だ
る
さ
や
黄
疸
等
の

症
状
が
現
れ
ま
す
。
さ
ら
に
放
っ
て
お
く
と

肺
や
脳
に
病
巣
が
転
移
し
、
命
に
関
わ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
症
は
、
十
分
な
加
熱
や

水
洗
い
（
手
洗
い
）
で
、
感
染
を
予
防
す
る

こ
と
が
で
き
る
病
気
で
す
が
、
早
期
発
見
や

早
期
治
療
が
大
切
で
す
。

　

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診
（
血
液
検
査
）
を

一
度
も
受
け
た
こ
と
が
な
い
方
や
５
年
以
上

検
診
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
６
月
と
12
月

の
検
診
を
積
極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
こ
の
検
診
で
感
染
の
疑
い
が
あ
っ

た
方
は
、
北
海
道
が
委
託
し
て
い
る
医
療
機

関
で
精
密
検
査
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

詳　

細　

役
場
福
祉
課
予
防
検
診
担
当

�

☎
25

－

２
５
７
１

エ
キ
ノ
コ
ッ
ク
ス
検
診

対
象
者　

小
学
３
年
生
以
上

料　

金　

４
０
０
円

　
　
　
　

た
だ
し
、
小
学
３
年
生
か
ら

　
　
　
　

中
学
生
は
無
料

　今年もジャンボ義経鍋のほか、ステージショ

ーなど多彩な催しで皆さんのご来場をお待ちし

ています。

日　時　５月10日㈰　午前10時－

場　所　義経の里本別公園

内　容

　にじます放流・釣り、ジャンボ義経鍋、ふわ 

ふわランド、モデル撮影会、ステージショーほか

詳　細� 本別山渓つつじ祭り実行委員会事務局

（本別町役場企画振興課商工観光・元気まち担当）

� ☎２２－２１４１

第57回本別山渓つつじ祭り 銀河の森天文台
木星と春の天体観望会

　今年の木星は、かに座の中にあり見頃を迎え

ています。美しい木星のしま模様をお楽しみく

ださい。

開 催 日　４月29日㈬－５月10日㈰

時　　間　午後２時－10時30分

※４月25日から５月６日の期間中は、正午から

開館します。また、土曜日、日曜日、祝日の

み午後７時30分から説明会を行います。

場　　所　銀河の森天文台（陸別町宇遠別）

詳　　細　銀河の森天文台　☎２７－８１００

お知らせ
ＤＶ・セクハラ・差別などで
悩んでいませんか 町 職 員 人 事（３月31日付）

　帯広人権擁護委員協議会、釧路

地方法務局帯広支局および帯広市

では、人権についての悩みや困り

ごとを抱えている女性のために「女

性のための人権なんでも相談所」

を定期的に開設しています。

　夫やパートナーからの暴力、職

場におけるセクハラや男女差別な

どで困っている方は、一度相談に

来てみませんか。

※当日の相談は女性のみです。

開設日　①４月22日㈬
　　　　②７月22日㈬
　　　　③９月16日㈬
　　　　④11月25日㈬
時　間　午後１時－３時30分

場　所　とかちプラザ

詳　細　帯広人権擁護委員協議会 

� ☎０１５５－２４－５８２３

●足寄町発令・退職者

　櫻　井　厚　子（会計管理者兼出納課長）

　髙　田　康　範（福祉課参事）

　加　藤　　智　（福祉課子どもセンター主査）

　佐　野　　泉　（福祉課総合支援相談室主任保健師）

　小　川　良　子（福祉課総合支援相談室主任）

●足寄町農業委員会発令・退職者

　多治見　亮　一（事務局長）

●足寄町教育委員会発令・退職者

　根　本　昌　弘（教育次長）

●北海道との人事交流終了

　岩　井　健　治（建設課参事）
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北海道警察官募集

十勝管内町村職員採用試験
上級試験受験者募集

　平成27年度第１回警察官の募集

を行います。

受 付 期 限　４月15日㈬
一次試験日　５月10日㈰
北海道警察ホームページ

http://www.police.pref.hokkaido.lg.jp/
※試験場所、受験資格などについ

ては、警察署または最寄りの交

番・駐在所にお問い合わせくだ

さい。

詳　　細� 本別警察署

� ☎２２－０１１０

受験資格　昭和60年４月２日から

　平成６年４月１日生まれの方

受付期間　４月14日㈫－４月30日㈭
試験日時　６月20日㈯
　　　　　午後１時15分－

試験場所　とかち館 

　（帯広市西７条南６丁目）

※試験案内、試験申込書について

は各町村役場ホームページなど

から入手することができます。

詳　　細� 十勝町村会事務局

� ☎０１５５－２３－６２０４

募　　集

お知らせ

　本別地域訪問看護ステーションでは訪問看護師を募集しています。

応募資格　看護師または保健師として実務経験が３年以上で、普通自動

車運転免許を所持している方

募集人数　若干名

勤務時間　午前９時－午後５時

　　　　　１日３－６時間勤務で、勤務時間・曜日等は相談に応じます。

給　　与　時給１，４５０円

休　　日　土曜日、日曜日、祝日、年末年始

応募方法　電話連絡の上、履歴書（写真貼付）をご持参ください。

募集期限　５月29日㈮
詳　　細　㈳北海道総合住宅ケア事業団本別地域訪問看護ステーション

� ☎２２－９０５０

訪問看護師（非常勤）募集

　町立特別養護老人ホームでは介護士（補助職員）を随時募集しています。

応募資格

・介護福祉士もしくはホームヘルパー２級以上の資格を有する方

・早出、遅出の勤務および土曜日、日曜日、祝日も勤務できる方

※無資格者であっても、介護福祉に興味のある方は一度ご連絡ください。

募集人数　若干名

勤務時間　１日７時間45分

給　　与　時給　有資格者１，０７６円　無資格者１，０３７円

応募方法　履歴書（写真貼付）に資格証明書の写しを添付し、役場総務

課総務室職員担当までお申し込みください。面接日時等は後日連絡し

ます。

詳　　細　役場総務課総務室職員担当　☎２５－２１４１内線３２３

介護士（補助職員）募集

新人を紹介します

・年齢　50歳

・出身　釧路市

・趣味　猫グッズの収集

　「緩和ケア認定看護師とし 

てがん看護に携わってきまし 

た。その経験を生かし、町の 

医療・看護に貢献できるよう 

頑張ります」

川口　恵子
国民健康保険病院

主任看護師

図書室事業
「ブックスタート」

足寄町産業振興事業補助金
をご利用ください

有害鳥獣駆除実施中

確定申告の内容が
間違っていたとき

筆界特定制度を
ご存じですか

　ブックスタートとは、本町で育

つ全ての赤ちゃんが絵本を通して

「あたたかくて楽しいことばのひ

ととき」を持つことを応援するも

のです。

　本年度のブックスタート（５－

７カ月児の乳児健診日に実施）で

プレゼントする絵本が決まりまし

た。

プレゼントする絵本

「ミニブック　ぎゅっ」

� 作／ジェズ・オールバラ

「おつきさまこんばんは」

� 作／林明子

詳　細　教育委員会生涯学習担当

� ☎２５－３１８８

　町では、農林業を中心とした地

場産業の育成強化と地域活性化を

図る取り組みに対して補助金を交

付します。

対象事業・補助金額

・地場産品の開発振興事業

　１件１００万円まで

　（２分の１以内）

・起業等支援事業

　１件３００万円まで

　（２分の１以内）

対 象 者

　町内で農林水産業および商工業

を営んでいる方または新規の方

募集期限　５月29日㈮
※予算に満たない場合は二次募集

を行います。

申し込み・詳細

� 役場経済課林業商工観光室

� ☎２５－２１４１内線２４２

　町では、エゾシカによる農業被

害や林業被害を減らすために、北

海道猟友会足寄支部の協力により

有害鳥獣駆除を実施しています。

有害鳥獣駆除実施期間中に山菜採

り等で山林や畑、牧草地の周囲を

歩く方は、目立つ服装で入林し、

設置されているわなに注意してく

ださい。

駆除区間

　足寄町全域（鳥獣保護区は除く）

駆除期間　10月末まで

使用する道具

　銃器、くくりわな、囲いわな

詳　細� 役場経済課林業振興担当

� ☎２５－２１４１内線２４５

　確定申告書を提出した後で計算

誤りなど申告した内容に間違いが

あることに気付いたり、確定申告

することを忘れていたりした場合

は速やかに申告をしてください。

　税額を多く申告していたときは

「更正の請求」をして、正しい税

額への訂正を求めることができま

す。

　税額を少なく申告したことに気

付いた時は「修正申告」をし、正

しい税額に修正してください。

　また確定申告書を提出しなけれ

ばならないのに、提出を忘れてい

たときは速やかに確定申告を行っ

てください。申告の必要があるに

もかかわらず確定申告をしなかっ

た場合、税務署長が所得金額や税

額を決定します。

詳　細　十勝池田税務署

� ☎０１５－５７２－２１７１

　「筆界特定制度」は、土地が登

記された際にその土地の範囲を区

画した線（筆界）について現地に

おける位置を特定する制度です。

　お隣の土地との境界について、

その位置の認識が互いに違い困っ

ているなど事案によっては「筆界

特定制度」を利用して解決できる

かも知れません。

　同制度に関する詳細は、法務局

ホームページにも掲載しています。

法務局ホームページ

http://houmukyoku.moj.go.jp/
homu/static/index.html
詳　細� 釧路地方法務局登記部門

� 筆界特定室

� ☎０１５４－３１－５０２７

善意のご寄附・ご寄贈
ありがとうございます

町認定こども園どんぐりへ

・ほくでんサービス㈱から

� 折り紙のメダル、花など

� ３００個

自衛官募集

自衛隊帯広地方協力本部ホームページ　http://www.mod.go.jp/pco/obihiro/
詳　　細　自衛隊帯広募集案内所　☎０１５５－２３－８７１８

募集種目 応 募 資 格 募集人数 受付期間 試 験 日

海上自衛隊

技術海曹

20歳以上で資格

免許等を有する方
約10人

４月24日㈮－

５月15日㈮
６月26日㈮

航空自衛隊

技術空曹

21歳以上で資格

免許等を有する方
若干名
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掲載を希望される方は、役場総務課総務室広報広聴担当まで
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☆春は出会いの季節ですね。新天地で

の新しい出会いや、懐かしい人との

再会に心を躍らせている方も多いの

ではないでしょうか。

☆先日、中学校時代の旧友数人と再会

し、お酒を飲む機会がありました。

特に私は高校から足寄を離れていた

ため、再会の喜びもひとしお。昔話

に花が咲いて、とても楽しい時間を

過ごすことができました。

☆そんな中「中学校を卒業したのは何

年前だっけ？」という話になったの

ですが、なんと誰一人として瞬時に

答えられないではありませんか。

☆指折り数えてなんとか判明したもの

の、時の流れを痛感した瞬間でした。

佐
さ

藤
とう

　心
こ

陽
はる

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年４月30日生まれ）

　歌と踊りが大好きで、毎日元

気いっぱいの明るいこっちゃん

はわが家のアイドルです。これ

からも元気で心の優しい子に育

ってね。

� 学・華菜さ
んの子

� （西町２丁目）
脇
わき

坂
さか

　理
り

久
く

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年５月２日生まれ）

　アンパンマンと車が大好きで、

見つけたら大喜び。パパもママ

も元気で優しい理久が大好きで

す。これからの成長も楽しみに

しています。

� 友洋・真理さ
んの子

� （北３条２丁目）

佐
さ

藤
とう

　莉
り

理
り

子
こ

ち
  ゃ
   ん

� （平成25年４月24日生まれ）

　お姉ちゃんお兄ちゃんたちか

ら「生まれてきてくれてありが

とう」といつもかわいがられ、

幸せいっぱいの莉理子です。愛

情たっぷりの優しい子に育って

ね。� 大輔・有紀子さ
んの子

� （下愛冠２丁目）

今月の表紙

　３月13日に行われた「足寄中学校卒業式」

でのスナップです。

ひとのうごき
３月末の住民基本台帳

人　口　　７，２４０　人　（－89)

　男　　　３，４９２　人　（－44)

　女　　　３，７４８　人　（－45)

世　帯　　３，５４３世帯（－14)

※住民基本台帳法の改正に伴い、外国人住民
を含んだ数値となっています。


